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みなさんのご意見を
お寄せください

　本市では、生活の中に文化芸術が息づき、市民のみな
さんが生き生きと心豊かに暮らせるまちづくりを進める
ため、【仮称】鳥取市文化芸術振興条例の制定について
検討しています。この条例の骨子をまとめましたので、
ご意見を募集します。

提出方法　様式は問いません。住所・氏名を明記のうえ、
郵送、ファクシミリ、電子メール、持参のいずれかで
資料配置　10 月 15 日（水）から市役所本庁舎総合案
内所／市役所本庁舎文化芸術推進課／市役所駅南庁舎総
合窓口／各総合支所地域振興課
提出期限　11 月 14 日 ( 金 ) 必着　
提出・問い合わせ先　市役所本庁舎文化芸術推進課
（0857）20-3226 （0857）21-1594

電子メール bunka@city.tottori.tottori.jp

ご意見のあて先、
資料の配置場所はこちらです！

◆公式ホームページにも
　資料を掲載しています。

【仮称】鳥取市文化芸術振興条例（骨子）

市民政策コメント

目的
　この条例は、文化芸術の振興について基本理念を定め、
その振興に関する施策を市と市民が協働で推進していく
ための、基本的な考え方を明らかにすることより、心豊か
な市民生活の形成や文化芸術の香りあふれるまちづくり
の実現をめざします。

骨子の内容（抜粋）
●「文化芸術」の範囲：文学、音楽、美術、写真、演劇、

舞踊その他の芸術をはじめ、歌舞伎・能楽などの伝
統芸能、落語・漫才などの芸能、華道・茶道・書道
などの生活文化、囲碁・将棋などの国民娯楽などを
含めるものとします。

●基本理念：文化芸術の振興にあたっては、文化芸術に
関する活動を行う市民および民間団体の自主性と創
造性を尊重します。また、市民一人ひとりが文化芸
術を身近なものと感じ、活動への参加や作品の創造
が行いやすい環境の整備を図ります。

●市の役割：必要な行政組織を整備して文化芸術の振興
のための施策を総合的・効果的に推進するよう努め
るとともに、市民および民間団体の自主的な文化芸
術活動を尊重し、支援します。そのために必要な財

政上の措置を講ずるよう努めます。
●市民および民間団体の役割：自らが文化芸術活動の担

い手として自主的に文化芸術活動を展開します。ま
た、誰もが文化芸術を創造し、鑑賞できるように努
めます。さらに、相互に理解・尊重し、交流に努め
ます。

●基本方針の策定：市は、文化芸術の振興のための施策
を総合的・計画的に推進するため、文化芸術の振興
に関する基本方針を策定します。

●顕彰：市は、文化芸術の振興において功績のあった人
の顕彰に努めます。

●推進組織：市は、基本方針の策定・変更、その他文化
芸術の振興に関することを調査・審議するため、協
議会を設置します。

路線バスの再編が行われます

問い合わせ先　市役所本庁舎交通対策室  （0857）20-3257

　10 月 1 日から、以下のとおり路線バスが再編されま
す。主な変更内容は、従来から要望があった南部地域か
ら市立病院への通院の利便性を高めるもの、また、観光
施設へのアクセスを向上させるものです。また、今回の

再編に伴って路線廃止・路線変更が行われる路線につい
て、日常生活に不可欠な生活交通を確保するため、予約
型代替タクシーなどを運行します。

路線バスの再編内容（平成 20 年 10 月 1 日〜）

路線
運行系統 現行

便数
再編後
便数 再編内容

行き先（主な経由地） 起点

市内岩倉
稲葉ヶ丘（直行） 鳥取駅 24 18

鳥取駅を起点・終点に、国府町総合支所前、因幡万葉歴史館、国
分寺を循環する路線を新設し、市内岩倉線を減便。

「高岡」は上地線が路線を変更して経由する。
「法花寺」「三代寺」「広西」からは万葉歴史館まで予約型代替タ
クシーを運行し、路線バスに乗り継ぐ。

稲葉ヶ丘（市内回り） 鳥取駅 15 11

中河原

高岡（法花寺・三代寺・
広西） 鳥取駅 10 廃止

鳥取駅（循環／国府町
総合支所前・因幡万葉
歴史館・国分寺）

鳥取駅 なし 10

西郷 北村（市立病院） 鳥取駅 22 22
神馬経由は小学生が利用する午前 2 便・午後 2 便のみを残して減
便。減便分は中井農協前まで予約型代替タクシーを運行し、路線
バスに乗り継ぐ。

散岐 小倉（吉成・山上） 鳥取駅・
河原口 14 6

通院や小学生の利用が多い午前３便・午後３便を残して減便。減
便分は、「山上」「小倉」から河原口まで予約型代替タクシーを運
行し、路線バスに乗り継ぐ。

逢坂 浜村駅（来日・山ノ宮）鷲峰・
河内 14 廃止 9 月末で路線廃止。

気高循環バスを代替運行（1 日 7 周）。
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「輝
き

なんせ鳥取」に来なんせ〜！ …10 月 6 日〜 12 日は鳥取市男女共同参画週間…

学
び
た
い
、
自
分
が
所
属
す
る
グ

ル
ー
プ
で
み
ん
な
で
勉
強
し
た

い
、
と
い
う
要
望
に
お
応
え
す
る

た
め
、
男
女
共
同
参
画
に
関
連
し

た
図
書
と
ビ
デ
オ
を
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
図
書
は
４
０
０
冊
以
上
、

ビ
デ
オ
は
50
本
あ
り
、
ど
な
た
に

で
も
お
借
り
い
た
だ
け
ま
す
。

支
援
し
ま
す
！

　
「
輝
な
ん
せ
鳥
取
」
に
登
録
し

て
い
た
だ
い
た
男
女
共
同
参
画
に

関
わ
る
事
業
を
行
う
団
体
は
、
セ

ン
タ
ー
の
研
修
室
な
ど
を
無
料
で

利
用
で
き
る
ほ
か
、
対
象
と
な
る

活
動
の
経
費
に
つ
い
て
５
分
の
４

の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、

男
女
共
同

参
画
に
関

す
る
研
修

会
な
ど
へ

の
参
加
費

に
つ
い
て

も
助
成
が

受
け
ら
れ

ま
す
。

紹
介
し
ま
す
！

　

年
に
２
回
、
機
関
誌
『
輝
な
ん

せ
鳥
取
』
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
10
月
６
日
に
開
館
し

た
鳥
取
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
「
輝
な
ん
せ
鳥
取
」
は
、
現
在

次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
「
輝
な
ん
せ
鳥
取
」
を

ご
存
じ
な
い
み
な
さ
ん
、ぜ
ひ“
来

な
ん
せ
〜
”。

※
「
来
な
ん
せ
〜
」
は
鳥
取
弁
で
、

「
お
い
で
く
だ
さ
い
」の
意
味
で
す
。

体
験
で
き
ま
す
！

　
「
輝
な
ん
せ
鳥
取
」
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ェ
フ
や
専
門
家
か
ら
料
理
を

学
ぶ
「
男
の
料
理
教
室
」、
家
事

の
基
本
を
学
び
つ
つ
家
庭
を
見
つ

め
直
す
「
わ
く
わ
く
男
性
塾
」、

女
性
の
就
労
を
応
援
す
る
「
パ

ソ
コ
ン
講

座
」「
再

就
職
応
援

セ
ミ
ナ

ー
」な
ど
、

実
践
的
に

取
り
組
ん

で
い
た
だ

け
ま
す
。

学
習
で
き
ま
す
！

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
深
く

鳥取市立病院の小児科の診療を 10 月から休止します

診
療
休
止
に
つ
い
て

　

市
立
病
院
の
小
児

科
の
診
療
を
、
10
月

か
ら
当
分
の
間
、
全

面
的
に
休
止
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で

診
療
を
行
っ
て
い
た

小
児
科
の
医
師
が
、

開
業
に
よ
る
退
職
お

よ
び
派
遣
元
大
学
の

都
合
に
よ
り
、
10
月

以
降
不
在
と
な
る
事
態
が
生
じ
た
た
め
で
す
。

不
在
に
な
る
こ
と
が
判
明
し
て
以
来
、
小
児

科
医
の
確
保
に
鋭
意
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
引
き
続
き
小
児
科
医
の
確
保
に
懸

命
に
取
り
組
み
、
小
児
科
の
早
期
再
開
に
向

け
て
努
力
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

新
生
児
の
診
察

　

市
立
病
院
で
生
ま
れ
た
新
生
児
に
つ
い
て

は
、
県
立
中
央
病
院
か
ら
週
２
回
派
遣
さ
れ
る

小
児
科
医
が
診
察
し
ま
す
。

　

10
月
以
降
に
出
産
さ
れ
た
新
生
児
も
こ
れ

ま
で
ど
お
り
診
察
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

鳥
取
市
立
病
院
総
務
課 

（
０
８
５
７
）
37-

１
５
２
２

公
募
で
集
ま
っ
た
編
集
委
員
が
編

集
に
取
り
組
み
、「
輝
な
ん
せ
鳥

取
」
の
活
動
を
写
真
な
ど
を
織
り

交
ぜ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
！

　

子
ど
も
の
こ
と
、
体
の
こ
と
、

Ｄ
Ｖ
（
家
庭
内
暴
力
）
の
こ
と
な

ど
、
女
性
の
悩
み
に
つ
い
て
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
日
程
は
、
毎

月
の
市
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
福
祉

文
化
会
館
内
） 

（
０
８
５
７
）

24-

２
７
０
４

第 16 回 女
ひと

と男
ひと

とのハーモニーフェスタ
と　き　10 月 4 日（土）10:00 ～ 15:45
ところ　とりぎん文化会館（県民文化会館）
主な内容
◆講演：14:00 〜 15:30（小ホール）

「自分らしく生きる 1 秒の重さ」
講師 石

い し か わ

川牧
ま き こ

子さん
（日テレイベンツ取締役・元日本

テレビアナウンサー） 石川牧子さん
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